
増子記念病院 院内感染対策マニュアル

六甲アイランド病院 院内感染対策マニュアル

東京女子医科大学 血液浄化療法スタッフマニュアル（太田和

夫・二瓶宏監修 医学書院刊）

医療法人眞仁会 感染対策マニュアル

埼玉医科大学病院 診療基本マニュアル

埼玉医科大学病院 院内感染対策マニュアル

埼玉医科大学病院 血液浄化部マニュアル

越谷大袋クリニック 感染対策マニュアル

越谷大袋クリニック 透析室感染対策マニュアル
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改訂版における主な変更点

第1版の記述 改訂版での記述

感染予防上の透析室の設備と環境対策に

ついては，特に記述がなかった．

「第3章 感染予防の透析室設備と環境対

策」を追加した．これにともない，章番号

が変更された．

患者指導において，血液で汚染された物

品は，休憩室に設置した感染症廃棄物入

れに廃棄するように指導すると記載した．

「血液で汚染された物品は机上などに放置

せず，直接透析室内の感染症廃棄物入れに

廃棄するよう指導する．」なお，感染症廃

棄物入れは休憩室・待合室などスタッフの

眼の届かない場所には設置しない．

通常の透析開始終了操作において透析滅

菌手袋の使用を薦めた．

通常の透析操作では（非滅菌の）ディスポ

手袋を使用するように記述した．

感染症の予防および感染症の患者に対す

る医療に関する法律による，感染患者を

診療したときの医師から都道府県知事へ

の届出の為の義務について記述した．

2002年11月の改正に基づいて変更した．

また記載用紙も改正版に入れ替えた．

感染症廃棄物の処理については，平成4

年8月13日付衛環第234号厚生省水道

環境部長通知「感染症廃棄物の適正処理

について」の別添報告書別紙2「廃棄物

処理法に基づく感染症廃棄物処理マニュ

アル」に基づいて記載した．

廃棄物の処理および清掃に関する法律およ

び産業廃棄物の処理に係る特定施設の整備

の促進に関する法律の一部を改正する法律

（平成12年法律第105号）及び廃棄物の処

理及び清掃に関する法律の一部を改正する

法律（平成15年法律第93号）に対応した

平成16年3月16日の「改定マニュアル」

に対応した変更が必要なことを脚注に追加

した．


